
産婦人科施設開設予定地

防犯灯で暗い夜道を照らします

12月定例会　13人の議員が一般質問

市
民
負
担
の
平
等
性

Q
防
犯
灯
は
市
民
の
要
望
で
設
置
し
、使
用
で

防
犯
灯
は
市
民
の
要
望
で
設
置
し
、使
用
で

発
生
し
た
電
気
代
・
修
繕
・
移
設
は
ど
こ
が
負

発
生
し
た
電
気
代
・
修
繕
・
移
設
は
ど
こ
が
負

担
か
。

担
か
。

A
国
道
、県
道
、市
道
１
級
お
よ
び
２
級
に
設

国
道
、県
道
、市
道
１
級
お
よ
び
２
級
に
設

置
さ
れ
た
も
の
は
、市
が
維
持
管
理
し
、電

置
さ
れ
た
も
の
は
、市
が
維
持
管
理
し
、電

気
料
金
を
含
む
経
費
を
負

気
料
金
を
含
む
経
費
を
負

担
し
ま
す
。そ
の
他
の
設

担
し
ま
す
。そ
の
他
の
設

置
場
所
の
維
持
管
理
は
、

置
場
所
の
維
持
管
理
は
、

自
治
会
等
の
負
担
で
す
。

自
治
会
等
の
負
担
で
す
。

自
治
会
等
管
理
の
防
犯
灯

自
治
会
等
管
理
の
防
犯
灯

修
繕
や
移
設
も
、自
治
会

修
繕
や
移
設
も
、自
治
会

等
の
負
担
で
す
。

等
の
負
担
で
す
。

Q
市
の
全
世
帯
数
と
自
治
会
加
入
世
帯
数
は
。

市
の
全
世
帯
数
と
自
治
会
加
入
世
帯
数
は
。

ま
た
、そ
の
比
率
は
。

ま
た
、そ
の
比
率
は
。

A
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、住
民
基
本
台
帳

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、住
民
基
本
台
帳

世
帯
数
は
３
万
１
１
７
８
世
帯
で
す
。自
治

世
帯
数
は
３
万
１
１
７
８
世
帯
で
す
。自
治

会
加
入
世
帯
数
は
、各
自
治
会
か
ら
報
告
で
２
万
２

会
加
入
世
帯
数
は
、各
自
治
会
か
ら
報
告
で
２
万
２

５
０
０
世
帯
、加
入
率
は
約

５
０
０
世
帯
、加
入
率
は
約
7272
・
1717
％
で
す
。

％
で
す
。

Q
市
民
負
担
の
不
平
等
か
ら
防
犯
灯
の
電
気
料

市
民
負
担
の
不
平
等
か
ら
防
犯
灯
の
電
気
料

金
を
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

金
を
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

A
令
和
５
年
３
月
末
現
在
、防
犯
灯
が
８
６
２

令
和
５
年
３
月
末
現
在
、防
犯
灯
が
８
６
２

４
灯
で
、内
訳
は
市
管
理
２
５
７
５
灯
、自

４
灯
で
、内
訳
は
市
管
理
２
５
７
５
灯
、自

治
会
管
理
６
０
４
９
灯
で
す
。市
で
負
担
し
た
場
合
、

治
会
管
理
６
０
４
９
灯
で
す
。市
で
負
担
し
た
場
合
、

約
１
３
０
０
万
円
が
必
要
で
、負
担
す
る
こ
と
は
現

約
１
３
０
０
万
円
が
必
要
で
、負
担
す
る
こ
と
は
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

A
避
難
基
準
は
、人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る

避
難
基
準
は
、人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る

な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
、一
般
の
避
難

な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
、一
般
の
避
難

所
で
は
生
活
に
支
障
を
来
す
人
が
対
象
で
す
。現
在
、

所
で
は
生
活
に
支
障
を
来
す
人
が
対
象
で
す
。現
在
、

市
内
の
福
祉
施
設
事
業
所

市
内
の
福
祉
施
設
事
業
所
2020
施
設
と
協
定
を
締
結
し

施
設
と
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
既
存
の
公
共

て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
既
存
の
公
共

施
設
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
、１
カ
所
整
備
し
て
お

施
設
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
、１
カ
所
整
備
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

Q
福
祉
避
難
所
の
市
全
体
で
の
収
容
人
員
は
。

福
祉
避
難
所
の
市
全
体
で
の
収
容
人
員
は
。

ま
た
対
応
可
能
と
言
え
る
か
。

ま
た
対
応
可
能
と
言
え
る
か
。

A
2121
施
設
の
合
計
受
入
可
能
人
数
は
２
０
０
人

施
設
の
合
計
受
入
可
能
人
数
は
２
０
０
人

で
す
が
、施
設
入
居
者
お
よ
び
利
用
者
も
お

で
す
が
、施
設
入
居
者
お
よ
び
利
用
者
も
お

り
、開
設
は
状
況
に
よ
り
受
入
可
能
な
範
囲
と
な
り

り
、開
設
は
状
況
に
よ
り
受
入
可
能
な
範
囲
と
な
り

ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
人

ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
人

数
な
ど
か
ら
十
分
な
収
容
枠
を
確
保
で
き
な
い
こ
と

数
な
ど
か
ら
十
分
な
収
容
枠
を
確
保
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
、可
能
な
限
り
取
り
組
み
ま
す
。

も
想
定
さ
れ
、可
能
な
限
り
取
り
組
み
ま
す
。

 

市
内
に
は
、指
定
避
難
所
へ
避
難
す
る
事
の

市
内
に
は
、指
定
避
難
所
へ
避
難
す
る
事
の

難
し
い
人
が
多
数
い
ま
す
。こ
の
事
か
ら
福
祉
避
難

難
し
い
人
が
多
数
い
ま
す
。こ
の
事
か
ら
福
祉
避
難

所
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

所
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

意
見
意
見

大
規
模
災
害
時
、

災
害
弱
者
へ
の
支
援
体
制
は

Q
香
取
市
地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

香
取
市
地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

要
配
慮
者
の
安
全
確
保
対
策
の
内
容
は
。

要
配
慮
者
の
安
全
確
保
対
策
の
内
容
は
。

A
香
取
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害
発
生
時

香
取
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害
発
生
時

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支
援
を
要

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支
援
を
要

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、市
は
把
握
に

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、市
は
把
握
に

努
め
、災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
備
え

努
め
、災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
備
え

ま
す
。避
難
行
動
要
支
援
者
の
同
意
を
得
た
も
の
は
、

ま
す
。避
難
行
動
要
支
援
者
の
同
意
を
得
た
も
の
は
、

避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
事
前
に
住
所
、氏
名
な

避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
事
前
に
住
所
、氏
名
な

ど
の
名
簿
情
報
を
提
供
し
、避
難
行
動
要
支
援
者
の

ど
の
名
簿
情
報
を
提
供
し
、避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

Q
要
配
慮
者
の
内
、確
認
で
き
て
い
る
避
難
行

要
配
慮
者
の
内
、確
認
で
き
て
い
る
避
難
行

動
要
支
援
者
は
何
名
か
。

動
要
支
援
者
は
何
名
か
。

A
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
等
９
４
７
人
、Ａ

要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
等
９
４
７
人
、Ａ

判
定
以
上
の
知
的
障
害
者
１
８
９
人
、２
級

判
定
以
上
の
知
的
障
害
者
１
８
９
人
、２
級

以
上
の
精
神
障
害
者
１
３
６
人
で
す
。

以
上
の
精
神
障
害
者
１
３
６
人
で
す
。

Q
福
祉
避
難
所
に
入
所
で
き
る
条
件
は
。ま
た
、

福
祉
避
難
所
に
入
所
で
き
る
条
件
は
。ま
た
、

福
祉
避
難
所
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

福
祉
避
難
所
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

久
く

保
ぼ

木
き

 清
せい

司
じ

議員

災
害
弱
者
へ
の
避
難
支
援
体
制
・

市
民
負
担
の
平
等
性

市
の
農
業
経
営
と
後
継
者
対
策
は

Q
国
の
農
政
を
見
る
と
農
産
物
の
輸
入
と
農
家

国
の
農
政
を
見
る
と
農
産
物
の
輸
入
と
農
家

へ
の
低
す
ぎ
る
価
格
補
償
や
水
田
活
用
交
付

へ
の
低
す
ぎ
る
価
格
補
償
や
水
田
活
用
交
付

金
の
削
減
な
ど
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
香
取
市

金
の
削
減
な
ど
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
香
取
市

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。農
業
従
事
者
と
後
継
者
の

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。農
業
従
事
者
と
後
継
者
の

現
況
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
き
た

現
況
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
き
た

か
。
か
。A

令
和
２
年
の
農
業
従
事
者
は
総
数
３
３
０
５

令
和
２
年
の
農
業
従
事
者
は
総
数
３
３
０
５

人
で
、

人
で
、6060
歳
以
上
が
約
８
割
を
占
め
ま
す
。

歳
以
上
が
約
８
割
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、平
成

ま
た
、平
成
2727
年
の
農
家
数
３
３
３
９
件
の
う
ち
、

年
の
農
家
数
３
３
３
９
件
の
う
ち
、

後
継
者
な
し
が
約
５
割
、令
和
２
年
の
農
家
数
２
６

後
継
者
な
し
が
約
５
割
、令
和
２
年
の
農
家
数
２
６

５
０
件
の
う
ち
約
８
割
が
後
継
者
な
し
と
の
調
査
結

５
０
件
の
う
ち
約
８
割
が
後
継
者
な
し
と
の
調
査
結

果
が
あ
り
ま
す
。農
業
後
継
者
対
策
に
係
る
助
成
制

果
が
あ
り
ま
す
。農
業
後
継
者
対
策
に
係
る
助
成
制

度
は
、市
単
独
事
業
と
し
て
市
内
在
住

度
は
、市
単
独
事
業
と
し
て
市
内
在
住
4040
歳
以
下
で

歳
以
下
で

県
主
催
の
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
修
了
者
を
対
象

県
主
催
の
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
修
了
者
を
対
象

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、国
県
の
事
業
と

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、国
県
の
事
業
と

し
て
、認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
、３
７
０
０
万
円

し
て
、認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
、３
７
０
０
万
円

を
上
限
に
無
利
子
で
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
青
年

を
上
限
に
無
利
子
で
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
青
年

等
就
農
資
金
、初
期
投
資
に
係
る
費
用
と
し
て
上
限

等
就
農
資
金
、初
期
投
資
に
係
る
費
用
と
し
て
上
限

１
０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
経
営
発
展
支
援
事
業
補

１
０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
経
営
発
展
支
援
事
業
補

助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。開
業
の
見
通
し
と
遅
れ
た
事
情
は
何
が

あ
り
ま
す
。開
業
の
見
通
し
と
遅
れ
た
事
情
は
何
が

あ
っ
た
の
か
。

あ
っ
た
の
か
。

A
令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

月
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

当
初
の
想
定
は
令
和
５
年
開
設
の
予
定
で
し

当
初
の
想
定
は
令
和
５
年
開
設
の
予
定
で
し

た
。開
業
が
遅
れ
た
要
因
は
、事
業
費
が
昨
今
の
建

た
。開
業
が
遅
れ
た
要
因
は
、事
業
費
が
昨
今
の
建

設
費
高
騰
に
よ
り
大
幅
に
上
回
り
、設
計
を
見
直
し

設
費
高
騰
に
よ
り
大
幅
に
上
回
り
、設
計
を
見
直
し

て
い
る
た
め
、設
計
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
で

て
い
る
た
め
、設
計
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
で

す
。今
後
も
開
設
事
業
者
と
連
絡
を
密
に
し
、早
期

す
。今
後
も
開
設
事
業
者
と
連
絡
を
密
に
し
、早
期

開
院
に
向
け
調
整
し
ま
す
。

開
院
に
向
け
調
整
し
ま
す
。

Q
全
国
的
に
見
て
も
無
償
化
を
求
め
る
声
が
大

全
国
的
に
見
て
も
無
償
化
を
求
め
る
声
が
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。近
隣
で
も
多
古
町
、

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。近
隣
で
も
多
古
町
、

神
崎
町
、東
庄
町
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取

神
崎
町
、東
庄
町
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取

市
と
し
て
実
施
時
期
を
含
め
ど
う
検
討
さ
れ
て
き
た

市
と
し
て
実
施
時
期
を
含
め
ど
う
検
討
さ
れ
て
き
た

か
、食
材
の
供
給
で
地
元
産
の
利
用
状
況
は
ど
う
な

か
、食
材
の
供
給
で
地
元
産
の
利
用
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

っ
て
い
る
か
。

A
令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

年
生
お
よ
び
県
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
第

年
生
お
よ
び
県
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
第

３
子
以
降
を
対
象
に
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。完

３
子
以
降
を
対
象
に
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。完

全
無
償
化
の
実
施
は
、令
和
５
年
度
の
児
童
生
徒
数

全
無
償
化
の
実
施
は
、令
和
５
年
度
の
児
童
生
徒
数

を
基
に
す
る
と
、年
間
約
２
億
２
６
０
０
万
円
が
必

を
基
に
す
る
と
、年
間
約
２
億
２
６
０
０
万
円
が
必

要
な
た
め
、現
時
点
で
実
施
ま
で
の
期
間
の
回
答
は

要
な
た
め
、現
時
点
で
実
施
ま
で
の
期
間
の
回
答
は

困
難
で
す
。全
体
的
な
施
策
と
し
て
、ど
の
よ
う
な

困
難
で
す
。全
体
的
な
施
策
と
し
て
、ど
の
よ
う
な

財
源
か
ら
支
出
で
き
る
か
、し
っ
か
り
と
考
え
ま
す
。

財
源
か
ら
支
出
で
き
る
か
、し
っ
か
り
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
の
食
材
は
、食
育
を
推
進
す
る
国
県
の
取

学
校
給
食
の
食
材
は
、食
育
を
推
進
す
る
国
県
の
取

り
組
み
の
も
と
、可
能
な
限
り
県
内
の
地
元
産
を
使

り
組
み
の
も
と
、可
能
な
限
り
県
内
の
地
元
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
。米
は
全
て
香
取
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

用
し
て
い
ま
す
。米
は
全
て
香
取
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
使
用
、野
菜
は
香
取
市
産
が
約

を
使
用
、野
菜
は
香
取
市
産
が
約
3030
％
、千
葉
県
産

％
、千
葉
県
産

が
約
が
約
3030
％
で
す
。

％
で
す
。

Q
産
婦
人
科
の
開
業
に
つ
い
て
、こ
の
数
年
間
、

産
婦
人
科
の
開
業
に
つ
い
て
、こ
の
数
年
間
、

香
取
市
で
は
産
婦
人
科
が
な
い
状
況
が
続
い

香
取
市
で
は
産
婦
人
科
が
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。住
民
か
ら
は
早
い
開
業
を
求
め
る
声
が

て
い
ま
す
。住
民
か
ら
は
早
い
開
業
を
求
め
る
声
が

佐
さ

藤
とう

 好
よし

文
ふみ

議員

 

学
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給
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償
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は
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